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5. 各種被害予測 

 

5.1 概要 

各種被害の予測は前回調査と同様の関係式を用いて行った。最初に、建物被害、火災・延

焼被害、ライフライン被害、交通施設被害等の物的被害を算出し、次に、その結果を用いて

死者数、負傷者数等の人的被害を算出した。また、都市の被災様相である機能支障被害（断

水人口、避難者数等）を算出した。 

 

 

図 5.1.1 被害想定の流れ 

地震動・津波予測 被害の予測

地盤モデルの作成
・地盤の物理探査結果からモデ
ルを作成

・表層地盤を微地形区分等から

地盤タイプに区分（メッシュ）

地震動の予測
（工学的基盤面）

（予測手法）
・震源特性を考慮可能な経験的手法

地震動の予測
（表層地盤面）

（予測手法）

・AVS30

液状化の予測
（表層地盤面）

（予測手法）

・FL法、PL法

建物被害の予測
・揺れ、液状化、津波、急傾
斜地崩壊、火災による建物

被害を予測

人的被害の予測
・建物被害等をもとに人的な
被害（死者、負傷者等）を
予測
・屋内の家具の転倒、ブロッ
ク塀の転倒による人的被害

の予測

ライフライン被害の予測
・上水道、下水道、電気、通
信、ガス（都市ガス、LPガ
ス）の被害予測

・ライフラインの復旧予測

交通施設被害の予測
・道路、鉄道、港湾、空港の

被害を予測

生活への影響
・避難者予測

減災効果の算出
・耐震化を行った場合、家具
などの転倒を行った場合等

の減災効果を算出

直接経済被害額の予測
・被害量から直接経済被害額

を算出

被災シナリオの作成
・項目別の被害様相、地域
別の被害様相を時系列的に

整理社会データの収集・整理
（整理項目）
・建物（住家、非住家）
・人口
・ライフライン（上水道、下水
道、電気、通信、ガス）

・急傾斜地（地滑り危険箇所）

等

津波の予測
【津軽沿岸】
・平成26年度青森県海岸津波対
策検討会の予測結果(青森県独自
断層モデルと4断層（10ケース）
の最大浸水深）

【陸奥湾沿岸、下北八戸沿岸】
・平成24・25年度地震被害想定
調査（日本海側想定地震の最大

浸水深）

想定地震
・日本海側海溝型地震（F17,F18,F20,F24断層）

平成24・25年度地震被害想定調査

最大地震動の判定
（予測手法）

・4断層(8ケース)の最大地震動

各断層
(F17,F18,F20,F24)


